
令和4年（2022年）8月1日 第 258 号　　（4)か　ま　く　ら　議　会　だ　よ　り

編
集
後
記

編
集
後
記

●議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒 248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　E-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

※ 5 月臨時会では、市長提出議案 3 件、6 月定例会では、市長提出議案 14 件、陳情 3 件の採 決を行いました。
※下記以外の議案等への賛 否については、議会事務局へお問い合わせください。
  　　 

緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要

と
す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
、
５

月
16
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、

市
長
か
ら
３
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
議
案
第
３
号
】

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
支
給
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
お
よ
び

学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に
係
る

経
費
の
追
加
、
な
ら
び
に
小
学
校

運
営
事
業
に
係
る
経
費
の
減
額
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
12
億
９
９
４
７
万
６
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

６
８
５
億
２
５
０
４
万
円
と
な
り

ま
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か

ら
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
議
案
第
６
号
】

令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
議
決
し
た
史
跡
大
町
釈
迦

堂
口
遺
跡
崩
落
対
策
工
事
に
つ
い

て
、
場
内
資
機
材
運
搬
車
両
仮

設
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ル
ー
ト
変
更
に

伴
い
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
も

の
で
、
当
初
の
契
約
金
額
２
億
７ 

２
４
万
円
に
、
今
回
１
１
７
４
万 

９
１
０
０
円
を
増
額
し
、
変
更
後

の
契
約
金
額
を
、
消
費
税
額
お
よ

び
地
方
消
費
税
額
を
含
め
、
２
億 

１
８
９
８
万
９
１
０
０
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
７
号
】

鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ほ
か
５
施
設
の
指
定
管
理
者

と
し
て
、
鎌
倉
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
代
表
団
体
、
相
鉄
企
業

株
式
会
社
） 

を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で
の

５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
13
号
】

鎌
倉
市
立
小
・
中
学
校
冷
暖
房

設
備
設
置
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会

社
二
十
一
設
計
と
締
結
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
消
費
税
額
お
よ
び

地
方
消
費
税
額
を
含
む
契
約
金

額
は
20
億
９
７
７
０
万
円
、
契
約

期
間
は
、仮
契
約
の
期
間
を
含
め
、

令
和
４
年
６
月
８
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

建
物
収
去
・
建
物
退
去
土
地
明

渡
請
求
事
件
の
一
部
被
告
ら
と
の

和
解
に
つ
い
て
【
議
案
第
14
号
】

鎌
倉
市
小
町
二
丁
目
１
番
地
７

に
隣
接
す
る
鎌
倉
市
が
所
有
お
よ

び
管
理
し
て
い
る
水
路
等
に
つ
い

て
、
建
築
物
に
よ
り
不
法
占
有
が

さ
れ
て
い
る
状
態
を
解
消
す
べ
く
、

建
物
所
有
者
お
よ
び
占
有
者
に
対

し
て
、
平
成
30
年
12
月
19
日
か
ら

行
っ
て
き
た
建
物
収
去
・
建
物
退

去
土
地
明
渡
を
求
め
る
裁
判
に
お

い
て
、
令
和
４
年
４
月
15
日
の
裁

判
手
続
時
に
、
横
浜
地
方
裁
判
所

か
ら
建
物
占
有
者
２
名
と
の
和
解

に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
５
月
25
日
付
で
裁

判
所
か
ら
市
に
送
付
さ
れ
た
和
解

条
項
案
を
受
け
入
れ
、
被
告
ら
と

和
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
８
号
】

鎌
倉
市
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
く
下
水
道

使
用
料
の
改
定
、
な
ら
び
に
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
規
定
の
整
備
等
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が

示
す
最
低
限
の
目
安
で
あ
る
、
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
月
額

１
５
０
円
が
平
均
と
な
る
よ
う
に

し
た
上
で
、
料
金
表
に
お
い
て
基

本
使
用
料
と
従
量
使
用
料
を
明

示
す
る
よ
う
改
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
議
案
第
10
号
】

障
害
者
雇
用
奨
励
金
、
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
用
地
賃
借
料
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
償
還
払

い
補
助
金
、
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
環
境
の
改
善
に
係
る
経

費
、
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策

に
係
る
経
費
お
よ
び
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
伴
う
経
費
の
追
加
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

と
も
に
１
億
５
１
７
２
万
２
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

６
８
６
億
７
６
７
６
万
２
千
円
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
増
額
す
る
経
費
の
一
部

に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

 

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
期

満
了
に
よ
る
後
任
者
と
し
て
、
引

  

例
年
に
な
く
早
い
猛
暑
と
梅
雨

明
け
で
ま
す
ま
す
暑
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
熱
中
症
予

防
に
合
わ
せ
て
感
染
症
対
策
と
節

電
が
昨
今
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

鎌
倉
市
議
会
は
任
期
２
年
目
に

入
り
、
私
が
広
報
委
員
長
の
大
役

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
役
世
代
や
若
者
を
含
む
、

よ
り
多
く
の
方
が
市
政
を
身
近
に

全国市議会議長会表彰
5 月 25 日に開催された全国市議
会議長会第 98 回定期総会にお
いて、松中健治議員が議員在職
45 年以上の特別表彰を、中村聡
一郎議員が正副議長在職 4年以
上の一般表彰を受けました。

松中　健治
議員

中村　聡一郎
議員

《
市
長
提
出
議
案
》

《
市
長
提
出
議
案
》

補

正

予

算

補

正

予

算

6
月
定
例
会

5
月
臨
時
会

業
務
委
託
契
約
の
締
結

和
解
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更

《
人
事
案
件
》

教
育
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

条
例
関
係
議
案

指
定
管
理
者
の
指
定

き
続
き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の

賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

朝あ
さ
ひ
な
比
奈　

惠え
お
ん温
氏

（
山
ノ
内
在
住
）

任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
25

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
で
は
総
員
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小お

び

か
比
賀　

正ま
さ
よ
し義
氏

（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

任
期
は
、
令
和
４
年
６
月
27

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

感
じ
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
す
。

  

５
月
に
は
「
議
会
報
告
会
」
を

開
催
し
、
市
民
の
方
の
意
見
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
た
く
さ
ん
の
方
が
気
軽
に
参

加
で
き
、
か
つ
充
実
し
た
良
い
も

の
に
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

  

紙
面
の
ご
要
望
や
ア
イ
デ
ア
、

質
問
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 　
　
　
議
会
広
報
委
員　

             　
　
　
　

井
上
三
華
子

議決された主な議案等

※ 令和４年（2022 年）６月８日付で議長は中村聡一郎議員から前川綾子議員に交代。
※ 令和４年（2022 年）６月８日付で「夢みらい鎌倉」の代表者は日向慎吾議員、「鎌倉のヴィジョンを考える会」の代表者は中村聡一郎議員、「公明党鎌倉市議会議員団」の代表者は大石和久議員に変更。

○:賛成　ー ： 反対　

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

無
　

所
　

属

鎌

倉

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ

鎌
倉
か
わ
せ
み

ク

ラ

ブ

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・
鎌

倉

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

会 派 名

議 員 名
主 な 議 案 議 決 結 果

池
田
　
　
実

中
里
　
成
光

日
向
　
慎
吾

前
川
　
綾
子

久
坂
　
く
に
え

後
藤
　
吾
郎

出
田
　
正
道

大
石
　
和
久

児
玉
　
文
彦

納
所
　
輝
次

吉
岡
　
和
江

武
野
　
裕
子

高
野
　
洋
一

保
坂
　
令
子

井
上
　
三
華
子

森
　
　
功
一

志
田
　
一
宏

竹
田
　
ゆ
か
り

く
り
は
ら
　
え
り
こ

藤
本
　
あ
さ
こ

岡
田
　
和
則

千

一

く
り
林
　
こ
う
こ
う

長
嶋
　
竜
弘

松
中
　
健
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
　
聡
一
郎

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

夢
み
ら
い
鎌
倉

※会派は、政策を中心とした同一の理念を共有する 2 人
以上の議員で構成されます。

※会派に属する議員は代表質問を行うことができます。
また、議会運営委員会や予算・決算等特別委員会の委
員となることができます。

※◎は会派の代表者
※中村聡一郎議員（５月臨時会）および前川綾子議員（６月定例会）

は議長のため、採決には参加していません。
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 不採択

 採択

 採択

第 3 号

第 7 号

第 6 号

第13号

第14号

第 8 号

第10号

第 4 号

第 6 号

第 8 号

5 月
臨時会

補正
予算

そ
の
他

6
月
定
例
会

条
例

予
算

陳
情

令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第２号）

工事請負契約の変更について

指定管理者の指定について

業務委託契約の締結について

建物収去・建物退去土地明渡請求事件の一部被告らとの
和解について

鎌倉市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

令和４年度鎌倉市一般会計補正予算（第３号）

鎌倉市生涯学習センター指定議案に関して選定された事業
者の法令遵守体制を検証することを求める陳情
鎌倉湖せせらぎの小径の立ち入り禁止措置解消について
の陳情
地域住民の意向を尊重し、無線基地局設置のために携帯
電話会社に市有地を貸さないことを求める陳情
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